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―

元
禄
十
一
か
ら
宝
永
六
年
ま
で

勝
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基＊

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
戊
寅　
　

八
十
二
歳

△
こ
の
頃
、
増
田
立
軒
、
懶
斎
を
鳴
滝
に
訪
れ
る
。

　

増
田
立
軒
『
仲
子
語
録
』
掲
載
。
文
章
は
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）【
居
所
〈
四
〉

鳴
滝
隠
棲
】
の
項
に
引
用
し
た
。
懶
斎
が
自
ら
鳴
滝
隠
棲
の
理
由
を
語
っ
て
い
る
。

記
事
に
訪
問
の
年
次
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
柴
田
稿
九
十
八
頁
は
こ
れ
を
元
禄

十
一
年
頃
の
こ
と
と
す
る
。
前
後
の
記
事
と
の
関
係
か
ら
の
推
定
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
、
本
稿
も
こ
れ
に
従
っ
た
。

【
増
田
立
軒
】

　

阿
波
藩
儒
増
田
氏
の
祖
・
立
軒
に
つ
い
て
は
竹
治
貞
夫
『
近
世
阿
波
漢
学
史
の
研

究
』（
平
成
元
年
八
月　

風
間
書
房
）
に
詳
し
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
立
軒
は
延
宝
元

年
（
一
六
七
三
）
に
阿
波
藩
医
・
増
田
策
庵
玄
胡
の
次
男
と
し
て
徳
島
に
生
ま
れ
た
。

名
は
謙
之
、
字
は
益
夫
、
通
称
は
初
め
文
内
、
後
に
平
内
と
改
め
た
。
立
軒
は
号
で

あ
る
。
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）、
十
九
歳
で
京
都
に
遊
学
し
、
当
時
伏
見
に
在
住

し
た
中
村
惕
斎
に
勧
め
ら
れ
て
儒
学
を
学
ん
だ
。
惕
斎
か
ら
は
四
十
四
歳
の
年
下
で

あ
る
。
以
後
惕
斎
の
も
と
で
学
び
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
七
月
二
十
六
日
に

惕
斎
が
没
し
て
後
は
惕
斎
の
学
塾
を
相
続
す
る
。

　

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
九
月
、
三
十
三
歳
で
阿
波
藩
に
呼
び
戻
さ
れ
、
六
代
藩

主
綱
矩
お
よ
び
世
子
吉
武
の
侍
講
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
寛
保
三
年
（
一
七
四

三
）
八
月
十
四
日
没
、
七
十
一
歳
。

　

立
軒
は
師
・
惕
斎
の
晩
年
に
未
脱
稿
の
著
書
の
完
成
を
託
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
惕
斎
の
著
書
を
校
点
刊
行
し
た
『
詩
経
示
蒙
句
解
』
等
や
、『
惕

斎
先
生
文
集
』『
惕
斎
先
生
行
状
』『
仲
子
語
録
』
な
ど
師
に
関
わ
る
編
著
が
多
い
。

い
き
お
い
懶
斎
と
の
つ
な
が
り
も
浅
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

【
淡
路
の
懶
斎
連
】

　

阿
波
藩
儒
・
増
田
立
軒
に
触
れ
た
流
れ
で
、
阿
波
藩
の
領
地
で
あ
る
淡
路
島
に
お

け
る
注
目
す
べ
き
動
き
を
紹
介
し
た
い
。
じ
つ
は
近
世
中
期
の
淡
路
に
は
、
藤
井
懶

斎
を
奉
ず
る
学
者
の
一
群
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
心
人
物
の
一
人
が
仲
野
安
雄
で
あ
る
。

　

仲
野
安
雄
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）、
伊
加
利
村
の
庄
屋
・
孫
左
衛
門
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
た
。
懶
斎
よ
り
は
八
十
年
遅
く
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
没
、
八
十
五
歳
。
淡
路
郷
土
史
『
淡
路
常
磐
草
』
の
著
者
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
伝
は
菊
川
兼
男
「
仲
野
安
雄
と
著
述
目
録
」（「
三
原
文

化
」
十
八
号　

昭
和
三
十
六
年
二
月　

兵
庫
県
立
三
原
高
等
学
校
文
化
部
）、
同

「
享
保
・
宝
暦
期
の
淡
路
の
学
者
と
そ
の
思
想
」（「
兵
庫
史
学
」
二
十
九
・
三
十
合

併
号　

昭
和
三
十
七
年
七
月　

兵
庫
史
学
会
）、
同
『
三
原
文
化
』
第
四
章
第
四
節

「
享
保
・
宝
暦
期
の
文
化
」（
昭
和
五
十
四
年
三
月　

三
原
郡
町
村
会
事
務
所
）
に
詳

し
い
。
現
在
そ
の
資
料
は
淡
路
歴
史
文
化
史
料
館
（
兵
庫
県
洲
本
市
）
に
一
括
し
て
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
号　

二
〇
一
二
年

管
理
さ
れ
て
お
り
、『
淡
路
文
化
史
料
館
収
蔵
史
料
目
録　

第
十
二
集　

仲
野
安
雄

家
／
立
木
兼
善
／
関
係
文
書
』（
平
成
七
年
十
二
月　

洲
本
市
立
淡
路
文
化
史
料
館
）

が
備
わ
る
。

　

安
雄
は
安
永
期
ま
で
生
き
た
た
め
、
主
に
近
世
中
〜
後
期
の
視
点
か
ら
把
握
さ
れ

て
き
た
。
た
と
え
ば
菊
川
稿
は
安
雄
の
国
学
者
と
し
て
の
側
面
、
古
文
辞
学
者
と
し

て
の
側
面
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
本
稿
に
と
っ
て
安
雄
が
興
味
深
い
の
は
、
藤

井
懶
斎
著
書
の
注
釈
を
行
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
仲
野
安
雄
文
庫
に
は
『
孝
子
伝
萱

葉
抄
』（
自
筆
写
本
三
冊
）、『
諫
諍
録
栢
葉
抄
』（
自
筆
写
本
二
冊
）、『
睡
余
録
附

纂
』（
自
筆
写
本
二
冊
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
懶
斎
の
漢
文
著
書
『
本
朝

孝
子
伝
』『
国
朝
諫
諍
録
』『
睡
余
録
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
成
立
年
次
は

明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
よ
そ
延
享
元
年
前
後
の
成
立
と
考
え
て
い
る
。『
諫
諍

録
栢
葉
抄
』
の
草
稿
本
た
る
『
諫
諍
録　

解
』（
請
求
記
号
16
／
12
）
裏
見
返
に
は

「（
扇
形
印
）
延
享
元
年
十
月
妻
木
翁
為
諸
生
講
述
諫
諍
録
、
至
二
年
六
月
終
講
。
其

講
本
有
標
注
。
今
乞
仮
其
本
、
以
補
愚
抄
之
遺
漏
」
と
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）

に
妻
木
翁
が
お
こ
な
っ
た
『
国
朝
諫
諍
録
』
に
つ
い
て
の
講
義
を
も
と
に
注
を
補
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
成
立
年
次
測
定
の
ひ
と
つ
の
基
準
と
な
る
。

　
『
国
朝
諫
諍
録
』
の
講
義
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
「
妻
木
翁
」
と
は
、
阿
波
藩

士
・
妻
木
氏
の
こ
と
で
あ
る
。
妻
木
氏
の
家
系
は
未
詳
で
あ
る
が
、
宮
本
武
史
編

『
徳
島
藩
士
譜
』（
昭
和
四
十
七
年
十
月　

同
刊
行
会
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
一
人
貞
彦

は
洲
本
諸
奉
行
お
よ
び
洲
本
御
船
預
り
奉
行
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
寛
延
年
間
か

ら
宝
暦
四
年
の
分
限
帳
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
百
石
二
人
扶
持
で
あ
っ
た
と

い
う
。

　

彼
ら
が
行
っ
た
議
論
の
記
録
に
『
清
議
会
稿
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
妻
木
貞
彦
が
策

問
し
、
妻
木
恒
道
、
中
野
安
雄
ら
十
数
名
が
答
え
る
と
い
う
知
的
鍛
錬
で
あ
る
。
こ

れ
は
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
九
月
か
ら
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
十
二
月
ま
で
の

約
七
年
間
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
論
題
に
も
、
藤
井
懶
斎
の
『
本
朝
孝
子
伝
』
や
『
睡
余
録
』
の
文
が
し
ば
し

ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
十
月
二
十
五
日
の
会
で

は
、
妻
木
貞
彦
の
出
題
で
、『
本
朝
孝
子
伝
』
が
本
間
資
忠
を
孝
子
の
一
人
に
採
っ

て
い
る
こ
と
の
是
非
を
問
う
て
い
る
。
ま
た
該
書
の
別
箇
所
に
も
、

敬
ふ
所
の
故
人
、
懶
斎
子
等
を
以
て
尊
と
為
す
。

 

（
延
享
三
年
〈
一
七
四
六
〉
正
月
九
日
、
上
田
春
清
）　

嘗
て
懶
斎
先
生
と
云
ふ
者
有
り
。
識
高
く
、
学
博
く
、
行
厚
く
、
論
明
か
な
り
。

実
に
才
徳
兼
備
の
君
子
と
謂
ふ
べ
し
。
老
後
書
を
著
し
、『
睡
余
録
』
と
号
す
。

学
者
尤
も
読
ま
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
書
な
り
。

 

（
同
年
正
月
二
十
五
日
、
妻
木
貞
彦
）　

な
ど
と
、
懶
斎
の
学
問
を
仰
ぐ
べ
き
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
言
辞
が
見
え
る
。
こ

れ
ほ
ど
懶
斎
に
心
酔
し
て
い
る
一
群
を
、
筆
者
は
他
の
ど
の
地
域
、
ど
の
時
代
に
お

い
て
も
知
ら
な
い
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
懶
斎
連
と
も
言
う
べ
き
一
群
は
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。『
兵
庫
県
史
』
第
三
編
近
世
〔
Ⅱ
〕（
昭
和
五
十
五
年
三
月　

兵
庫

県
）
第
七
章
「
学
問
・
文
化
の
隆
替
」
は
妻
木
繁
彦
に
つ
い
て
「
儒
学
は
洲
本
の
美

馬
聖
兵
衛
義
方
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
さ
ら
に
京
都
に
遊
学
し
て
山
崎
闇
斎
の
門
下

藤
井
懶
斎
に
学
び
こ
れ
に
傾
倒
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
今
の
と
こ
ろ
懶
斎

に
学
ん
だ
と
い
う
こ
の
記
述
の
根
拠
を
追
跡
で
き
て
い
な
い
。

　

現
段
階
で
指
摘
で
き
る
の
は
、
淡
路
が
属
し
た
阿
波
藩
の
学
問
傾
向
で
あ
る
。
阿

波
藩
に
は
増
田
立
軒
が
い
た
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）【
増
田
立
軒
】
の
項
に

述
べ
た
通
り
、
阿
波
藩
儒
・
増
田
立
軒
は
懶
斎
の
朋
友
・
中
村
惕
斎
に
従
い
、
学
ん

で
い
た
。
そ
し
て
先
に
見
た
『
清
議
会
稿
』
に
は
、
米
本
立
的
、
多
田
正
弼
ら
、
増

田
立
軒
の
門
人
も
参
加
し
て
い
る
。
淡
路
島
の
懶
斎
び
い
き
は
、
中
村
惕
斎
を
奉
ず



43

藤
井
懶
斎
年
譜
稿
（
五
）　　
　

勝
又　

基

る
阿
波
藩
学
の
一
支
流
と
し
て
ひ
と
ま
ず
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

○
三
月
、
大
和
国
の
孝
女
伊
麻
の
伝
記
『
今
市
物
語
』
を
著
す
。

【『
今
市
物
語
』】

　

伊
麻
は
大
和
国
今
市
村
（
現
奈
良
県
葛
城
市
）
の
孝
女
で
あ
る
。
伊
麻
に
つ
い
て

は
『
当
麻
町
史
続
編
』（
昭
和
五
十
一
年
四
月　

当
麻
町
教
育
委
員
会
）
が
諸
文
献

を
集
め
て
適
切
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

伊
麻
と
弟
の
長
兵
衛
は
、
父
・
長
右
衛
門
に
よ
く
仕
え
て
い
た
。
寛
文
十
一
年

（
一
六
七
一
）
夏
、
流
行
の
疫
痢
で
父
が
危
篤
と
な
り
、
医
者
は
鰻
を
煮
て
食
べ
れ

ば
病
が
癒
え
る
と
診
断
し
た
。
そ
の
夜
、
家
の
水
瓶
か
ら
音
が
す
る
の
で
見
て
み
る

と
、
大
き
な
鰻
が
中
に
い
た
の
で
こ
れ
を
食
べ
さ
せ
、
父
の
病
は
癒
え
た
。
遠
近
の

人
は
孝
の
徳
が
天
に
通
じ
た
の
だ
と
二
人
を
賞
し
、
郡
山
侯
（
本
多
内
記
政
勝
）
は

こ
れ
を
褒
め
て
銭
穀
を
伊
麻
に
与
え
た
、
と
い
う
逸
話
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
の
ち
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
四
月
十
二
日
に
は
松
尾
芭
蕉
が
訪
れ
た
。
そ

の
こ
と
を
京
都
で
芭
蕉
か
ら
聞
い
た
友
人
の
雲
竹
は
、
画
工
友
竹
と
と
も
に
伊
麻
を

訪
れ
て
画
賛
を
描
い
て
い
る
。
伊
麻
は
元
禄
十
七
年
（
一
七
〇
四
）
二
月
二
十
七
日

に
八
十
一
歳
に
て
没
し
て
い
る
。

　

さ
て
こ
の
伊
麻
に
つ
い
て
記
し
た
伝
記
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、『
今
市

物
語
』
が
あ
る
。
す
で
に
岡
本
勝
「
石
水
博
物
館
蔵
『
今
市
物
語
』（
翻
刻
と
解

題
）」（「
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
報
」
六
十
〈
平
成
十
四
年
三
月　

愛
知
教
育

大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
〉）
や
中
田
武
編
『
田
中
大
秀　

第
五
冊
﹇
随
筆
・
冊
子
﹈

（
二
）』（
平
成
十
七
年
二
月　

勉
誠
社
）
に
翻
字
さ
れ
て
い
る
。

　

該
書
の
末
尾
に
は
「
か
く
い
ふ
は
元
禄
十
一
年
の
春
の
末
つ
か
た
な
り
。
い
ま
は

こ
と
し
七
十
五
、
長
は
七
十
一
な
り
」
と
あ
る
の
で
、
伊
麻
の
生
前
に
書
か
れ
た
作

品
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
著
者
に
つ
い
て
は
書
物
を
見
る
限
り
明
記
さ

れ
て
お
ら
ず
、
従
来
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

該
書
が
懶
斎
の
著
書
だ
と
分
か
っ
た
の
は
、
三
輪
執
斎
の
発
言
に
気
づ
い
た
か
ら

で
あ
る
。『
執
斎
雑
著
』（『
日
本
倫
理
彙
編
』
巻
之
二
〈
明
治
三
十
四
年
八
月　

育

成
会
〉
所
載
）
巻
之
二
「
孝
子
於
以
麻
碑
」
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

元
禄
十
一
年
藤
井
懶
斎
翁
其
事
を
記
せ
り
。
其
時
い
ま
七
十
五
長
七
十
一
に
て

恙
な
し
。
今
年
辛
亥
に
皆
烏
有
と
な
る
。
郷
人
其
家
に
碑
せ
む
と
し
て
、
遠
く

言
を
予
に
徴
す
。
よ
り
て
藤
井
子
の
伝
を
つ
み
て
、
其
概
を
の
ぶ
と
い
ふ
。

実
際
に
懶
斎
と
も
面
会
し
て
い
る
三
輪
執
斎
の
言
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
信
憑

性
は
高
い
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
新
た
な
懶
斎
作
の
孝
子
伝
が
判
明
し
て
、

改
め
て
天
和
〜
元
禄
期
の
孝
子
伝
に
懶
斎
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
に
思
い
知
ら

さ
れ
る
。
池
田
光
政
や
松
平
忠
房
な
ど
、
地
方
で
閉
じ
た
動
き
は
あ
っ
た
も
の
の
、

全
国
を
見
渡
し
て
孝
子
説
話
や
孝
子
伝
を
探
り
、
自
ら
も
伝
記
を
記
す
、
と
い
う
営

為
は
、
こ
の
時
期
に
は
懶
斎
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で

あ
る
。

元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
己
卯　

八
十
三
歳

○
元
旦
、
歳
旦
歌
あ
り
。

　

関
田
駒
吉
「
藤
井
懶
斎
の
没
年
」（
元
和
三
年
〈
一
六
一
七
〉【
生
没
年
】
の
項
参

照
）
に
よ
れ
ば
、
森
繁
夫
所
蔵
の
小
点
も
の
自
筆
と
し
て
、「
八
十
二
に
い
た
り
け

る
春
の
は
じ
め
に
／
こ
ゝ
の
そ
ち
こ
ち
か
の
浦
路
の
す
て
小
船
朽
せ
で
年
を
こ
ゆ
る

つ
れ
な
さ
」
と
あ
る
と
い
う
。
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〇
一
二
年

元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
庚
辰　

八
十
四
歳

○
こ
の
年
、
多
久
聖
廟
の
孔
夫
子
像
成
る
。
中
村
惕
斎
と
懶
斎
が

共
同
で
設
計
す
る
。

　
『
重
要
文
化
財
多
久
聖
廟
』
第
三
版
（
昭
和
五
十
八
年
三
月　

多
久
市
教
育
委
員

会
）
に
載
る
。

　

多
久
聖
廟
は
肥
前
国
小
城
郡
多
久
邑
（
現
佐
賀
県
多
久
市
）
に
存
す
る
聖
廟
で
あ

る
。
の
ち
に
佐
賀
藩
家
老
と
な
っ
た
多
久
茂
文
に
よ
っ
て
起
案
さ
れ
、
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
か
ら
着
工
、
お
よ
そ
十
六
年
の
歳
月
を
経
て
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）

に
落
成
を
見
た
。
こ
の
間
聖
像
は
元
禄
十
三
（
一
七
〇
〇
）
年
に
京
都
に
お
い
て
鋳

造
さ
れ
、
翌
年
東
原
庠
舎
内
に
仮
小
屋
を
設
立
し
て
祭
ら
れ
た
と
い
う
。

　
『
重
要
文
化
財
多
久
聖
廟
』
口
絵
に
は
孔
夫
子
像
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
「
元
禄
十
三
年
製
作
・
高
さ
二
尺
七
寸
／
中
村
惕
斎

作
／
唐
金
製
・
銘
は
南
効
中
欽
監
工
と
あ
る
」
と
い
う
。
こ
の
製
作
に
藤
井
懶
斎
が

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
武
富
英
亮
「
鶴
山
書
院
遷
座
記
」
に
次
の
通
り
記
さ
れ
て

い
る
（
原
漢
文
）。

欽
や
深
く
聖
学
の
蘊
を
極
め
、
制
度
文
為
の
学
を
以
て
一
家
を
為
す
。
当
時
洛

の
藤
臧
老
儒
と
雁
行
を
為
す
。
仲
欽
甚
だ
藤
公
の
志
願
を
喜
び
、
藤
臧
と
相
謀

り
、
古
今
の
聖
蹟
を
考
へ
、
…
…

「
欽
」「
仲
欽
」
は
中
村
惕
斎
。「
藤
臧
老
儒
」
は
藤
井
懶
斎
。「
藤
公
」
は
多
久
茂
文
。

つ
ま
り
中
村
惕
斎
が
多
久
茂
文
か
ら
聖
像
製
作
の
依
頼
を
受
け
た
際
、
惕
斎
は
懶
斎

と
謀
っ
て
考
証
を
行
い
、
像
を
設
計
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
壬
午　
　

八
十
六
歳

○
元
旦
、
歳
旦
歌
あ
り
。

　

宮
川
忍
斎
『
槎
行
記
』
に
、「
又
其
よ
は
ひ
は
八
十
餘
り
六
の
こ
と
ぶ
き
を
受
た

り
し
ゆ
へ
に
、
此
春
筆
を
試
る
哥
に
、
／
八
十
あ
ま
り
む
つ
か
の
よ
ど
の
古
柳
な
を

こ
の
春
も
く
ち
や
残
ら
ん
／
と
よ
み
侍
り
ぬ
」
と
あ
る
。
ま
た
『
石
原
家
記
』
巻
上

「
延
宝
六
戊
午
年
」
の
項
に
も
「
八
十
六
歳
歳
旦
」
と
し
て
同
じ
歌
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

□
三
月
、
都
の
錦
『
元
禄
大
平
記
』
刊
。「
京
都
儒
者
親
四
天
王
」

に
数
え
ら
れ
る
。

　
『
元
禄
大
平
記
』（
京
都
升
屋
為
兵
衛
刊
）
は
文
壇
評
的
な
側
面
の
あ
る
浮
世
草
子

で
あ
る
。
そ
の
巻
七
の
四
「
今
の
学
者
を
指
折
て
み
る
」
に
懶
斎
の
名
が
出
る
。

「
京
都
儒
者
親
四
天
王
」
と
し
て
、
一
人
武
者
の
北
村
伊
兵
衛
に
続
い
て
、
伊
藤
源

助
（
仁
斎
）・
中
村
七
左
衛
門
（
惕
斎
）・
浅
見
十
次
郎
（
絅
斎
）
と
並
ん
で
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
藤
井
玄
蕃　

六
十
三
歳
号
懶
斎
」
と
題
さ
れ
た
そ
れ
は
、

「
三
番
に
藤
井
蘭
斎
こ
れ
又
隠
儒
に
し
て
道
を
た
の
し
ぶ
。
老
荘
の
学
問
に
お
い
て

は
此
人
に
つ
ゞ
く
も
の
な
し
。
陸
象
山
と
首
引
き
し
て
も
ま
け
ぬ
ほ
ど
の
男
」
と
評

さ
れ
て
い
る
（
本
文
は
中
嶋
隆
編
『
都
の
錦
集
』（
叢
書
江
戸
文
庫　

国
書
刊
行
会
）

に
拠
っ
た
）。

【
金
蘭
斎
と
の
混
同
】

　

右
の
記
述
で
目
を
引
く
の
は
、
懶
斎
を
老
荘
の
学
問
の
第
一
人
者
と
評
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
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藤
井
懶
斎
年
譜
稿
（
五
）　　
　

勝
又　

基

　

述
べ
て
き
た
通
り
、
藤
井
懶
斎
は
医
を
岡
本
玄
冶
に
学
び
、
久
留
米
藩
に
儒
医
と

し
て
仕
え
た
。
儒
学
で
は
山
崎
闇
斎
と
意
見
を
交
わ
し
、
中
村
惕
斎
ら
と
交
わ
っ
た

朱
子
学
者
で
あ
る
。
老
荘
の
学
に
親
し
ん
だ
形
跡
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ

ば
か
り
か
著
書
中
に
は
次
の
よ
う
な
老
荘
批
判
の
言
辞
も
見
て
取
る
事
が
で
き
る
。

　

夢
多
く
は
是
れ
妄
、
故
に
真
人
は
之
無
し
。
惟
愚
者
妄
を
認
て
真
と
為
す
。

故
に
曰
く
「
癡
人
の
前
へ
夢
説
く
べ
か
ら
ず
」
と
。
武
州
人
の
夢
の
如
き
真
妄

如
何
。
曰
く
「
真
人
夢
無
し
。
是
れ
乃
ち
荘
周
が
説
話
に
し
て
聖
経
の
言
ふ
所

に
非
ず
（
下
略
）」 
（『
本
朝
孝
子
伝
』
士
庶
部
十
九
「
武
州
孝
子
」）　

　

此
段
又
荘
周
が
よ
だ
れ
を
ね
ぶ
れ
り
。（『
徒
然
草
摘
義
』）

つ
ま
り
藤
井
懶
斎
が
老
荘
の
第
一
人
者
だ
と
い
う
評
は
全
く
の
見
当
違
い
で
あ
る
。

　

で
は
都
の
錦
は
ど
う
し
て
誤
っ
た
の
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
一
文
は
藤
井

懶
斎
と
同
時
代
の
老
荘
学
者
・
金
こ
ん
の

蘭ら
ん

斎さ
い

と
を
混
同
し
て
い
る
。

　

金
蘭
斎
は
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
老
荘
学
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
伝
に
つ
い
て
は
、

伴
蒿
渓
『
近
世
畸
人
伝
』
に
載
る
他
、
近
代
で
は
安
藤
和
風
「
金
蘭
斎
」（『
俳
諧
研

究
』〈
明
治
四
十
一
年
五
月　

春
陽
堂
〉）、
中
村
幸
彦
「
老
荘
の
実
践
者　

金
蘭
斎
」

（『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
所
収
）
等
に
論
考
が
あ
り
、
今
こ
こ
で
新
た
に
付
け
加
え
る

べ
き
資
料
を
持
た
な
い
。
諸
先
学
の
業
績
に
依
り
、
金
蘭
斎
伝
の
要
点
を
か
い
つ
ま

ん
で
お
こ
う
。

　

金
蘭
斎
は
童
名
江
長
、
後
、
三
允
と
改
め
る
。
諱
徳
隣
、
字
忠
祐
。
号
蘭
斎
、
洛

山
逸
民
、
臥
雲
叟
等
。
秋
田
藩
医
小
鴨
三
室
の
子
。
十
七
歳
に
し
て
上
京
し
、
西
山

李
斎
、
伊
藤
仁
斎
に
学
ん
だ
。
夙
に
遁
世
の
志
が
あ
り
、
岡
崎
村
、
神
楽
岡
に
隠
れ

住
ん
だ
。
延
宝
九
年
よ
り
五
年
間
秋
田
藩
に
仕
官
し
た
後
、
上
京
三
年
再
び
京
都
に

戻
る
に
当
た
っ
て
、
姓
を
父
の
本
姓
で
あ
る
金
氏
に
戻
し
、
享
保
十
六
年
に
京
都
で

没
し
た
。

　

金
蘭
斎
の
伝
記
と
し
て
現
在
知
ら
れ
て
い
る
最
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、
平
元
梅

隣
が
記
し
た
「
退
隠
草
序
」
で
あ
る
。『
退
隠
草
』
は
現
存
を
知
ら
な
い
が
、
こ
の

序
文
の
み
、
安
藤
和
風
の
筆
写
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
秋
田
県
立
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
（「
退
隠
草
序　

梅
隣
先
生
事
状
」
Ａ
Ｈ 

9 

1 

9
／ 

1 

5 

5
）。
こ
こ

で
注
目
す
べ
き
は
次
の
部
分
で
あ
る
。

延
宝
九
年
、
牧
野
善
左
衛
門
到
自
本
庄
誘
掖
先
生
帰
秋
田
。
先
生
年
二
十
八
。

臨
発
先
生
有
詩
云
「
終
焉
必
取
洛
山
」。
明
年
三
忠
病
死
。
先
生
改
名
玄
固
業

医
留
。
五
年
而
上
京
與
仲
弼
同
居
洛
東
岩
下
先
生
学
舎
。

す
な
わ
ち
、
都
の
錦
が
『
元
禄
太
平
記
』
を
執
筆
し
た
元
禄
末
年
前
後
に
は
、
藤
井

懶
斎
も
金
蘭
斎
も
共
に
京
都
に
住
し
て
い
た
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
ラ

ン
サ
イ
」
と
い
う
名
前
の
一
致
が
何
よ
り
混
同
の
要
因
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
所
見
の

範
囲
で
は
、
藤
井
懶
斎
が
自
称
と
し
て
「
蘭
斎
」
の
用
字
を
用
い
た
も
の
は
見
な
い

が
、
他
人
が
「
蘭
斎
」
と
表
記
す
る
同
時
代
の
事
例
は
、「
国
朝
諫
諍
録　

藤
井
蘭

斎
述
」（
元
禄
五
年
刊
書
籍
目
録
）、「
藤
蘭
斎
ハ
有
馬
殿
の
扶
持
人
也
、
今
ハ
京
師

北
山
ニ
ア
リ
」（
中
村
雑
記
）
な
ど
、
い
く
つ
か
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

よ
う
に
、
藤
井
懶
斎
と
金
蘭
斎
は
、
同
時
代
・
同
地
域
に
共
に
儒
者
を
業
と
し
て
い

た
の
み
な
ら
ず
、
同
音
の
号
を
用
い
て
い
た
事
に
よ
り
、『
元
禄
大
平
記
』
の
記
事

の
よ
う
な
両
者
を
混
同
し
た
記
事
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
藤
井
懶
斎
・
金
蘭
斎
の
両
者
は
共
に
隠
逸
者
と
し
て
名
高
か
っ

た
。
鍋
島
直
條
『
楓
園
家
塵
』
巻
百
八
十
「
塵
袋
」
上
巻
に
は
、「
京
洛
之
隠
逸
」

と
し
て
白
幽
、
蘭
（
マ
マ
）斎

、
兵
九
郎
の
三
名
を
挙
げ
る
。
隠
者
と
し
て
の
側
面
が
両
者
の

素
性
を
分
か
り
に
く
く
し
、
混
同
を
助
長
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

□
七
月
二
十
六
日
、
中
村
惕
斎
没
、
七
十
四
歳
。

　

遺
体
は
同
二
十
九
日
未
明
、
洛
北
一
乗
寺
村
円
光
寺
の
三
町
ほ
ど
北
に
埋
葬
さ
れ
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る
。『
仲
子
語
録
』
に
よ
れ
ば
、
懶
斎
は
葬
礼
に
参
列
し
て
い
な
い
。（
柴
田
稿
）

○
八
月
、「
多
久
邑
字
説
」
を
著
す
。

　

末
尾
に
「
元
禄
壬
午
壮
月
穀
日
／
雒
敬
西
人
藤
季
廉
宍
筆
于
伊
蕎
軒
下
年
八
十

六
」
と
あ
る
。『
重
要
文
化
財
多
久
聖
廟
』
第
三
版
（
昭
和
五
十
八
年
三
月　

多
久

市
教
育
委
員
会
）
に
載
る
。

　

多
久
聖
廟
に
つ
い
て
は
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
項
参
照
。
聖
廟
の
建
設
を

発
案
し
た
多
久
邑
主
・
多
久
茂
文
に
請
わ
れ
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
文
中
に

明
記
さ
れ
て
い
る
。

○
九
月
、『
扶
桑
千
家
詩
』
刊
。
懶
斎
詩
「
春
雪
」
が
収
め
ら
れ

る
。

　

該
書
は
筑
前
の
儒
者
・
古
野
鏡
山
の
編
。
江
戸
時
代
前
期
の
儒
者
・
詩
人
に
よ
る

漢
詩
を
集
め
た
叢
集
で
あ
る
。
刊
記
「
元
禄
十
五
壬
午
載
九
月
吉
祥
日
／
平
安
城
書

肆　

上
原
半
兵
衛
梓
」。
二
巻
か
ら
成
り
、
上
巻
に
は
七
言
絶
句
百
七
十
九
首
、
下

巻
に
は
七
言
律
詩
九
十
一
首
を
、
そ
れ
ぞ
れ
四
季
の
順
に
集
め
て
い
る
。
そ
の
巻
上

に
次
の
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
原
漢
文
）。

　

春
雪　
　

藤
井
懶
斎
京
師

春
来
飛
雪
更
に
多
き
こ
と
を
加
ふ　

痩
竹
病
梅
汝
を
如
何
せ
ん

山
亦
た
余
が
白
髪
に
同
き
に
似
て　

峰
頭
歳
を
踰
て
転
皤
々

○
十
月
二
十
五
日
、
千
本
の
自
宅
に
福
岡
藩
の
御
伽
衆
宮
川
忍
斎

を
迎
え
る
。

　

久
保
田
啓
一
「
福
岡
藩
臨
時
御
伽
衆
宮
川
忍
斎
」（「
雅
俗
」
第
二
号
〈
平
成
七
年

一
月　

雅
俗
の
会
〉）
の
紹
介
に
基
づ
く
。
宮
川
忍
斎
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）

生
、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
没
、
七
十
歳
。
写
本
で
広
く
流
布
し
た
『
関
ヶ
原
軍

記
大
成
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
年

十
月
、
忍
斎
は
福
岡
藩
四
代
藩
主
・
黒
田
綱
政
の
扈
従
と
し
て
京
都
ま
で
付
き
従
っ

た
。
そ
の
際
の
紀
行
『
槎
行
記
』
に
懶
斎
を
訪
問
し
た
記
事
が
見
え
る
。「
千
本
の

ほ
と
り
」
を
訪
れ
た
忍
斎
を
出
迎
え
た
の
は
懶
斎
と
そ
の
次
男
・
象
水
で
あ
る
。
以

下
、
そ
の
問
答
部
分
を
引
用
し
て
み
る
（
底
本
は
九
州
大
学
音
無
文
庫
本
）。

　

時
う
つ
り
て
後
あ
る
じ
の
い
は
く
、「
今
年
の
春
身
ま
か
り
給
ひ
し
筑
前
の

国
老
重
種
は
誰
人
の
道
を
聞
給
ひ
し
に
や
」
と
有
け
る
に
よ
り
、「
土
岐
重
元

の
つ
た
へ
な
り
」
と
答
へ
侍
り
し
に
、「
止
翁
の
学
術
お
ほ
や
う
た
ゝ
し
く
聞

へ
に
た
り
（
マ
マ
）。

此
故
に
国
老
の
学
び
に
つ
ゐ
え
な
か
り
し
に
や
。
其
な
く
な
り
給

は
ん
と
す
る
頃
、
桜
の
花
を
見
て
、

　
　

花
も
花
見
る
人
も
ひ
と
の
世
中
に
う
ご
か
ぬ
山
の
や
ま
さ
く
ら
か
な

と
よ
め
る
歌
も
い
み
有
て
き
こ
え
侍
る
」

な
ど
語
聞
え
し
つ
ゐ
で
に
予
が
い
は
く
、

　
「
今
又
わ
が
国
に
致
仕
の
宰
臣
立
花
増
弘
と
号
す
る
有
り
。
下
官
邦
君
に
随

ひ
て
旅
だ
つ
時
、
そ
の
老
人
の
い
へ
ら
く
、『
わ
れ
若
か
り
し
時
よ
り
久
し
く

君
に
つ
か
へ
て
江
戸
長
崎
の
旅
行
に
い
く
度
か
随
ひ
侍
り
し
が
、
旅
に
出
て
は

君
臣
な
れ
近
付
て
、
う
や
ま
ひ
頓
て
ゆ
る
み
や
す
く
お
ぼ
へ
し
。
い
ふ
に
は
た

ら
ず
事
な
が
ら
、
其
心
せ
よ
か
し
』
と
い
へ
り
。
常
に
持ヂ

敬ケ
イ

の
工
夫
有
て
心
に

ぬ
し
あ
る
人
は
い
か
に
も
あ
れ
、
我
つ
ら
の
放
心
の
み
な
る
つ
た
な
き
身
に
は
、
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い
み
じ
き
御
い
ま
し
め
な
ら
ず
や
」

と
語
り
侍
り
し
に
、
あ
る
じ
其
宰
臣
の
姓
名
を
問
ひ
か
へ
し
て
、

　
「
わ
れ
つ
く
し
に
住
た
り
し
時
よ
り
令
名
を
聞
し
人
な
り
。
事ジ
シ

上ヤ
ウ

の
敬
を
思

は
れ
た
る
心
づ
か
ひ
、
い
と
奥
ゆ
か
し
。
さ
れ
ば
ひ
た
す
ら
敬
に
居
て
心
に
ぬ

し
あ
る
人
を
そ
こ
の
随
ひ
が
ほ
な
る
に
付
て
思
ひ
出
ぬ
。
昨
ふ
人
の
入
来
て
、

『
は
か
ら
ず
も
二
百
五
十
戒
を
た
も
つ
僧
に
あ
ひ
し
が
、
い
は
ゆ
る
他
道
の
趣

し
た
る
に
似
て
、
そ
し
き
も
忍
び
か
た
し
』
と
い
ひ
し
に
、
と
り
あ
へ
ず
絶
句

を
つ
く
り
た
り
」

と
て
、
語
り
い
で
た
り
し
三
四
の
句
、

　
　

何
知
二
百
十
余
戒　

唯
在
聖
門
一
敬
中　

懶
斎

　

こ
れ
か
れ
物
語
す
る
内
に
、
予
が
師
と
し
て
僅
に
道
を
聞
習
ひ
し
長
沼
澹
斎

伏
見
に
有
し
比
、
折
ふ
し
に
語
り
あ
ひ
し
事
な
ど
い
ひ
出
て
、
其
身
ま
か
り
し

を
あ
る
じ
の
ふ
か
く
お
し
め
る
も
、
い
と
か
な
し
。

　

そ
れ
よ
り
年
比
の
物
語
い
と
は
て
し
な
き
つ
ゐ
で
に
、
又
予
が
い
は
く
、

　
「
此
度
君
に
随
ひ
た
る
人
々
の
中
に
福
富
大
休
軒
と
号
す
る
あ
り
。
そ
の
子

に
又
百
と
名
付
た
る
は
、
今
年
は
つ
か
に
十
一
な
れ
ど
、
四
五
の
ふ
み
と
く
よ

み
お
は
り
、
そ
の
ざ
え
常
の
子
に
か
は
り
た
る
を
、
父
の
大
休
、
憐
の
余
り
に

い
ざ
な
ひ
の
ぼ
り
し
か
、
伊
藤
維
楨
に
た
い
め
を
乞
ひ
、
同
じ
く
は
貴
翁
に
も

ま
み
へ
さ
せ
て
国
に
帰
ら
ま
ほ
し
と
い
ひ
つ
れ
ど
、
い
な
み
玉
は
ん
事
を
し
り

て
、
う
か
ひ
か
ざ
り
し
」

と
語
り
侍
る
に
、
翁
の
い
は
く
、

　
「
少
年
の
時
よ
り
ざ
え
あ
る
は
、
お
ひ
さ
き
こ
も
り
て
心
に
く
し
。
さ
れ
ど

つ
た
な
き
老
が
身
は
い
ふ
も
た
ら
ず
。
た
と
ひ
名
に
な
る
は
か
せ
に
も
せ
よ
、

し
ば
し
が
程
の
た
ゐ
め
さ
せ
て
我
が
子
の
ほ
ま
れ
と
な
さ
ん
よ
り
は
し
か
じ
。

貝
原
老
儒
に
あ
つ
ら
へ
つ
げ
て
、
た
ゞ
し
き
ま
な
び
を
わ
づ
か
に
も
聞
得
さ
せ

て
ん
こ
そ
、
い
か
斗
親
の
め
ぐ
み
な
ら
め
」

と
て
、
す
べ
て
学
術
に
え
ら
び
あ
る
事
を
語
き
こ
え
し
が
、
み
じ
か
き
冬
の
日

も
た
け
て
、
餉
を
も
て
い
で
し
か
ば
、
あ
る
じ
と
共
に
く
ひ
て
盃
を
と
り
か
は

し
、
い
と
ま
こ
ひ
て
ま
か
り
な
ん
と
す
る
折
し
も
、
か
ら
歌
、
大
和
歌
を
思
ひ

つ
ゞ
け
て
、

　
　

芳
声
満
耳
已
多
時
情
意
只
憑
鴻
雁
馳

　
　

忽
見
徳
輝
又
何
幸
令
人
喜
色
溢
双
眉

　
　

船
出
せ
し
八
重
の
塩
路
の
旅
ご
ろ
も

　
　

き
て
し
も
う
れ
し
九
重
の
空

　
　

春
に
ま
た
来
て
こ
そ
と
は
め
色
も
香
も

　
　

ふ
か
き
千
も
と
の
花
の
木
陰
を

と
い
ひ
出
た
り
し
に
、
あ
る
じ
筆
を
染
て
、

　
　

多
季
相
憶
一
逢
時
詩
趣
文
論
豈
背
馳

　
　

未
至
哀
齢
才
最
老
為
君
我
甚
憶
酎
眉

　
　

た
ち
よ
る
は
う
れ
し
か
り
し
を
た
び
ご
ろ
も

　
　

き
て
と
く
か
え
る
う
ら
み
や
は
な
き

　
　

千
本
さ
く
春
に
あ
ら
ね
ど
老
ら
く
の

　
　

花
よ
り
も
ろ
き
身
を
い
か
に
せ
む

と
書
ひ
付
し
も
例
の
い
ち
は
や
き
み
や
び
な
る
べ
し
。（
下
略
）

　

福
岡
藩
家
老
を
務
め
た
立
花
重
種
、
忍
斎
の
師
で
あ
る
長
沼
澹
斎
ら
を
上
げ
て
、

そ
の
人
と
な
り
や
学
問
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
そ
の
論
は
要
す
る
に
文
中
で
も
言

う
通
り
「
学
術
に
え
ら
び
あ
る
事
」、
す
な
わ
ち
適
切
な
学
問
と
師
を
選
ぶ
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
居
敬
を
中
心
と
し
た
学
び
で
あ
り
、
よ
り
具
体
的
に

言
え
ば
土
岐
重
元
、
長
沼
澹
斎
、
貝
原
益
軒
の
よ
う
な
人
々
に
学
べ
、
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
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二
〇
一
二
年

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）　

癸
未　

八
十
七
歳

□
正
月
二
十
日
、
室
鳩
巣
よ
り
稲
生
若
水
へ
手
紙
。
約
一
ヶ
月
前
に

起
き
た
赤
穂
浪
士
討
入
り
に
触
れ
、
懶
斎
の
評
価
を
想
像
す
る
。

　

近
藤
磐
雄
『
加
賀
松
雲
公
』
中
巻
挿
箋
二
十
九
に
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い

る
南
郷
貴
族
院
議
員
所
蔵
の
稲
生
若
水
あ
て
室
鳩
巣
書
翰
。
当
時
鳩
巣
は
金
沢
に
、

若
水
は
京
都
に
い
た
。
こ
の
中
に
次
の
よ
う
な
文
面
が
あ
る
（『
加
賀
松
雲
公
』
翻

字
に
よ
る
）。

江
戸
旧
臘
十
四
日
、
浅
野
氏
旧
臣
共
、
君
仇
吉
良
上
野
介
殿
を
討
取
申
儀
、
前

代
未
聞
、
忠
義
之
気
凜
々
。
名
教
之
助
益
と
奉
存
候
。
赤
穂
士
風
の
厚
も
是
に

て
相
知
れ
、
偏
に
内
匠
頭
殿
養
育
人
材
之
巧
も
著
れ
申
候
。
当
地
な
ど
も
此
儀

の
み
沙
汰
仕
候
。
其
御
地
輿
論
い
か
ゞ
候
哉
。
長
民
、
象
水
等
の
豪
士
、
い

か
ゞ
評
し
被
申
候
哉
と
奉
存
候
。
四
十
八
人
之
内
、
兼
而
御
存
知
之
者
も
有
之

候
哉
。
誠
以
田
横
五
百
人
の
英
気
と
奉
存
候
。
伊
蒿
老
人
さ
ぞ
大
慶
之
体
推
察
、

見
申
様
に
奉
存
候
。

　

鳩
巣
は
浪
士
の
行
動
を
讃
え
た
上
で
、
こ
の
事
件
に
対
す
る
京
都
に
お
け
る
輿
論

と
、
懶
斎
の
次
男
・
象
水
（
元
禄
元
年
〈
一
六
八
八
〉
五
月
、【
家
族
〈
四
〉
次

男
・
象
水
】
の
項
参
照
）
の
反
応
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
そ
し
て
伊
蒿
老
人
す
な

わ
ち
懶
斎
は
さ
ぞ
喜
ん
で
い
る
だ
ろ
う
と
推
察
し
て
い
る
。
元
禄
三
年
（
一
六
九

〇
）
五
月
の
項
で
見
た
通
り
、
稲
生
若
水
は
懶
斎
に
『
い
な
ご
草
』
の
序
文
を
請
う

た
人
物
。
加
賀
藩
と
の
つ
な
が
り
も
深
く
、
鳩
巣
が
懶
斎
の
反
応
を
質
す
の
に
格
好

の
人
物
で
あ
っ
た
。

△
こ
の
年
、『
読
書
余
吟
』
を
著
す
か
。

【『
読
書
余
吟
』】

　

懶
斎
の
道
歌
活
動
は
、
見
て
き
た
『
蔵
笥
百
首
』『
竹
馬
歌
』
に
加
え
て
、『
読
書

余
吟
』
が
あ
る
。
所
見
本
で
あ
る
岩
瀬
文
庫
本
は
、
室
鳩
巣
『
大
学
詠
歌
』
と
合
冊

さ
れ
た
写
本
で
、
内
題
下
に
「
季
廉
」
と
署
名
が
あ
る
。

　

該
書
は
五
常
、
小
学
、
大
学
、
論
語
、
孟
子
、
中
庸
、
近
思
録
、
易
、
詩
経
、
書

経
、
春
秋
、
礼
記
の
内
容
を
百
一
首
の
和
歌
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
五
常

の
う
ち
「
仁
」
と
題
さ
れ
た
和
歌
は
、

草
も
木
も
う
る
ほ
ふ
春
の
雨
な
れ
や
恵
あ
ま
ね
き
人
の
こ
ゝ
ろ
は

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
初
学
者
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
儒
学
の
本
質
を
説
こ
う
と

し
た
書
物
で
あ
る
。

　

岩
瀬
文
庫
本
に
成
立
年
次
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
立
石
好
人
「
筑
後
の

歌
人
（
一
）」（「
筑
後
」
第
五
号
〈
昭
和
八
年
四
月
〉）
に
、
元
禄
十
五
年
の
歳
旦
歌

を
挙
げ
た
あ
と
、「
翌
年
に
は
五
常
の
和
歌
と
て
」
と
し
て
、
仁
義
礼
智
信
の
和
歌

五
首
を
挙
げ
て
い
る
。
当
面
こ
れ
に
従
っ
て
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
成
立
と

考
え
て
お
く
。

　

な
お
没
後
百
二
十
九
年
を
経
た
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
十
二
月
に
大
坂
加
賀
谷

善
蔵
他
二
肆
よ
り
『
初
学
伊
呂
波
歌
教
鑑
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
該
書
は
見
返
に
「
藤

井
懶
斎
先
生
著
」
と
明
記
し
、
青
蓼
館
主
人
に
よ
る
序
に
も
、「
藤
井
懶
斎
先
生
が

婆
心
こ
ゝ
に
謁
さ
れ
し
は
、
竹
馬
歌
、
蔵
笥
百
首
な
ど
、
其
余
著
述
あ
り
し
数
書
に

明
な
り
。
今
此
以
呂
波
歌
も
即
其
一
つ
に
し
て
、
仁
義
礼
智
忠
信
の
道
を
諭
し
、
身

を
修
め
、
家
を
斉
ふ
の
至
要
を
示
す
や
専
ら
簡
約
に
し
て
（
下
略
）」
と
、
懶
斎
作

で
あ
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。
し
か
し
『
江
戸
時
代
女
性
文
庫
』
三
（
平
成
六
年
五

月　

大
空
社
）
解
題
（
小
泉
吉
永
執
筆
）
が
指
摘
す
る
通
り
こ
れ
は
仮
託
で
あ
り
、
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実
際
に
は
懶
斎
の
作
で
は
な
い
。

【『
四
書
解
説
』】

　

併
せ
て
懶
斎
の
著
書
と
し
て
指
摘
さ
れ
な
が
ら
現
存
が
確
か
め
ら
れ
な
い
書
物
に

つ
い
て
も
言
及
し
て
お
く
。
関
儀
一
郎
『
近
世
漢
文
学
者
伝
記
著
作
大
事
典
』（
昭
和
十

八
年
）
に
著
述
の
一
と
し
て
『
四
書
解
説
』
を
挙
げ
る
。
題
名
か
ら
し
て
懶
斎
の
著

作
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
も
思
う
が
、
最
終
的
な
判
断
に
は
現
物
の
出
現
を
待
つ
し

か
な
い
。

○
五
月
、
中
村
惕
斎
著
『
孝
経
示
蒙
句
解
』
に
序
す
。

　

該
書
は
中
村
惕
斎
編
の
漢
籍
国
字
解
。
所
見
本
都
立
中
央
図
書
館
諸
橋
文
庫
本

（
1 

2 

3
／
Ｍ
Ｗ
／
2 

4 

2
）
は
刊
記
「
華
洛
二
條
／
書
肆
武
村
新
兵
衛
刊
行
」。
懶

斎
序
は
「
孝
経
示
蒙
句
解
序
」
と
し
て
、「
元
禄
癸
未
五
月
穀
日
／
伊
蒿
子
滕
臧
季

廉
序
」。
こ
れ
に
よ
れ
ば
小
原
大
丈
軒
（
季
忠
）
が
出
版
を
企
図
し
、
彼
か
ら
序
の

執
筆
を
求
め
ら
れ
た
と
い
う
。

○
六
月
中
旬
、『
惕
斎
先
生
行
状
』
に
跋
を
寄
す
。

　

該
書
は
仲
村
惕
斎
の
没
後
に
編
ま
れ
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
に
刊
行
さ
れ
た

も
の
。
所
見
本
内
閣
文
庫
本
は
刊
記
「
延
享
丙
寅
秋
九
月
／
書
林
／
阿
州
徳
島
／
神

子
田
所
平
／
大
阪
淡
路
町
心
斎
橋
筋
角
／
安
井
嘉
兵
衛
／
板
行
」。
大
本
一
巻
一
冊
。

冒
頭
に
惕
斎
が
自
ら
の
像
に
施
し
た
賛
の
自
筆
を
左
版
で
刻
し
、
惕
斎
七
十
余
歳
時

の
肖
像
画
も
掲
載
す
る
。
増
田
立
件
に
よ
る
行
状
（「
元
禄
十
五
年
歳
次
壬
午
冬
十

月
日
／
門
人
阿
陽
増
謙
益
夫
謹
状
」）
の
あ
と
、
懶
斎
跋
「
書
仲
敬
甫
行
状
之
後
」

が
あ
る
。
末
尾
に
は
「
元
禄
癸
未
季
夏
中
澣
伊
蒿
子
滕
臧
」
と
あ
る
。
こ
の
あ
と
市

邨
元
感
、
藤
成
子
修
、
河
村
誠
之
、
伴
正
貞
、
露
木
篤
慎
伯
の
跋
が
続
く
。

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）　

甲
申　

八
十
八
歳

○
初
春
、
歳
旦
詩
を
詠
む
。

　

架
蔵
色
紙
に
懶
斎
八
十
八
歳
の
歳
旦
詩
「
元
旦
所
懐
」
あ
り
（
左
図
参
照
）。「
甲

申
之
春　

伊
蒿
子　

八
十
八
歳
﹇
印
﹈」
と
あ
る
。
印
記
は
不
鮮
明
で
判
読
し
が
た

い
。

　

こ
の
色
紙
が
貴
重
な
の
は
懶
斎
の
筆
跡
が
分
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
元
禄
三
年

【
居
所
〈
三
〉
千
本
】
の
項
に
挙
げ
た
書
翰
と
並
び
、
現
時
点
で
は
数
少
な
い
自
筆
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と
目
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）　

乙
酉　

八
十
九
歳

○
十
一
月
中
旬
、
自
身
の
旧
作
『
再
往
日
記
』
に
跋
す
る
。

　

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）【『
再
往
日
記
』】
参
照
。
跋
文
に
「
宝
永
乙
酉
（
引
用

者
注
…
宝
永
二
〈
一
七
〇
五
〉
年
）
仲
冬
中
澣
伊
蒿
子
年
八
十
九
」
と
あ
る
。

○
こ
の
年
、「
真
鍋
氏
説
」
を
記
す
。

　
『
竹
原
志
料
』
所
載
。
漢
文
。
末
尾
に
「
洛
陽
老
儒
生
藤
原
姓
真
邊
氏
伊
蒿
子
臧

季
廉
染
筆
於
懶
斎
下
時
年
八
十
九
」
と
あ
る
。
歴
史
上
の
真
鍋
氏
を
列
挙
し
た
も
の
。

【
真
鍋
弥
介
（
祐
重
）
と
の
関
係
】

　

久
留
米
藩
に
仕
え
た
時
期
、
懶
斎
は
真
鍋
仲
庵
と
名
乗
っ
た
。
懶
斎
と
真
鍋
氏
と

の
具
体
的
な
つ
な
が
り
を
示
唆
す
る
も
の
に
、
随
筆
『
睡
余
録
』（
宝
永
三
年
〈
一

七
〇
六
〉
の
項
参
照
）
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
真
鍋
（
真
邊
と
も
）
弥

介
は
諱
・
祐
重
。
讃
岐
国
香
西
郡
の
人
で
、
郡
主
・
香
西
伊
賀
守
好
清
の
家
族
で
あ

る
。
十
六
歳
の
時
、
暴
虐
の
家
宰
・
香
西
大
隅
を
斬
っ
て
名
を
国
中
に
知
ら
れ
た
。

天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
二
月
、
土
州
の
長
曾
我
部
元
親
と
の
闘
い
で
は
三
士
を
斬

っ
た
。
ま
た
同
年
七
月
に
は
、
夜
に
独
り
で
敵
塁
に
迫
っ
て
神
取
彦
兵
衛
を
撃
ち
取

り
、
香
西
好
清
か
ら
賞
さ
れ
た
。
同
十
年
（
一
五
八
二
）
八
月
に
香
西
の
城
が
土
州

か
ら
攻
め
ら
れ
た
際
に
は
城
中
に
攻
め
入
っ
た
武
将
た
ち
を
追
い
払
い
、
そ
の
功
で

再
び
好
清
か
ら
賞
さ
れ
た
。
豊
臣
が
興
っ
て
香
西
が
滅
び
、
讃
州
が
生
駒
氏
に
与
え

ら
れ
る
と
、
こ
れ
に
従
っ
て
朝
鮮
出
兵
に
赴
き
、
多
く
の
功
を
挙
げ
た
。
そ
の
あ
る

一
日
、
弥
介
が
崖
下
に
い
る
と
、
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
芸
州
の
福
島
正
則
が
知

ら
ず
に
崖
上
か
ら
唾
を
吐
い
た
。
祐
重
は
怒
っ
て
崖
に
登
り
、
正
則
に
謝
罪
さ
せ
た

と
い
う
。

　

こ
の
章
段
の
末
尾
に
は
「
余
、
幸
ひ
に
族
人
の
後
に
従
へ
る
を
以
て
、
家
録
を
閲み

、

老
者
に
問
ひ
、
其
の
梗
概
を
聞
く
こ
と
を
得
た
る
者
、
右
の
如
し
。
仍
て
此
に
筆
し

て
異
日
史
氏
の
採
る
に
系つ
な

ぐ
」（
原
漢
文
）
と
あ
る
。
懶
斎
と
戦
国
武
将
・
真
鍋
祐

重
と
の
つ
な
が
り
を
明
記
し
た
文
章
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
資
料
で
も
、
そ
の
血
縁

が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　

こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、『
讃
州
府
真
行
寺
先
住
世
系　

附
外
戚

系
図
』（
前
出
）
が
参
考
に
な
る
。
こ
の
う
ち
外
戚
系
図
に
相
当
す
る
箇
所
に
「
真

鍋
又
左
衛
門
藤
原
某
」
を
筆
頭
と
す
る
系
図
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
又
左
衛

門
の
子
と
し
て
「
祐
重
」、
そ
の
祐
重
に
一
女
二
男
が
あ
り
、
そ
の
一
女
に
「
女
子　

八
世
了
休
室
」
と
あ
る
。
ま
た
同
系
図
の
「
讃
州
府
真
行
寺
先
住
世
系
」
に
相
当
す

る
箇
所
に
よ
れ
ば
、
八
世
了
休
は
懶
斎
の
祖
父
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
真
鍋
祐
重
の
娘

が
懶
斎
の
祖
母
な
の
で
あ
り
、
真
鍋
祐
重
は
藤
井
懶
斎
か
ら
見
れ
ば
曾
祖
父
に
あ
た

る
の
で
あ
る
。

宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
丙
戌　
　

九
十
歳

○
一
月
、
懶
斎
著
『
睡
余
録
』
こ
の
頃
ま
で
に
成
る
。

【『
睡
余
録
』】

　

該
書
は
藤
井
懶
斎
の
写
本
漢
文
随
筆
。
内
容
は
主
に
読
書
や
身
の
回
り
の
出
来
事

か
ら
学
問
的
な
問
題
に
つ
な
げ
て
考
察
を
行
う
も
の
が
多
い
。

　

諸
本
に
よ
り
巻
数
・
話
数
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
が
未
考
。
た
だ
し
狩
野
文
庫
本
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藤
井
懶
斎
年
譜
稿
（
五
）　　
　

勝
又　

基

に
付
さ
れ
た
立
軒
の
序
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
こ
の
頃
ま
で
に

は
成
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
判
る
。

先
生
姓
藤
井
名
蔵
号
懶
斎
。
隠
居
于
洛
之
西
巷
。
予
与
先
生
相
去
遠
矣
。
而
幸

私
淑
於
人
而
得
視
此
書
。
不
堪
歓
躍
、
自
忘
卑
陋
、
謾
述
所
思
以
序
於
巻
端
云

爾
。

 

宝
永
丙
戌
孟
春 

盡
日
阿
陽
庸
醫
増
田
玄
鄰
謹
識

　

該
書
は
懶
斎
没
後
の
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
五
月
、
抄
出
本
が
『
閑
際
筆
記
』

と
題
し
て
大
坂
柏
原
屋
清
右
衛
門
、
同
与
市
、
同
敦
賀
屋
九
兵
衛
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

内
題
下
に
「
門
人
稲
葉
氏
校
訂
」
と
署
名
す
る
の
は
闇
斎
学
者
・
稲
葉
迂
斎
か
。
ま

た
該
書
は
半
年
後
に
大
幅
な
修
訂
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
詳
細
に
関
し
て
は
市
古
夏

生
「『
閑
際
筆
記
』
を
め
ぐ
っ
て　

―

出
版
規
制
の
問
題
」（
平
成
二
年
三
月
初
出
。

『
近
世
初
期
文
学
と
出
版
文
化
』〈
平
成
十
年
六
月　

若
草
書
房
〉
所
収
）
に
詳
し
い
。

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
は
『
和
漢
太
平
広
記
』
と
改
題
さ
れ
て
い
る
。

【
懶
斎
の
仏
教
批
判
】

　

懶
斎
の
仏
教
批
判
の
姿
勢
は
『
本
朝
孝
子
伝
』『
徒
然
草
摘
義
』
な
ど
、
多
く
の

著
書
に
お
い
て
窺
う
事
が
で
き
る
。
ま
た
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
近
世
編
（
岩

波
書
店
）
に
も
採
り
上
げ
ら
れ
、
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
『
睡
余
録
』
の
一
章
で
は
、
そ
う
し
た
彼
の
言
説
と
実
生
活
と
の
齟
齬
に

つ
い
て
た
だ
し
た
問
答
が
あ
る
。
懶
斎
は
あ
る
人
か
ら
「
翁
、
浮
屠
と
交
を
絶
た
ず
、

反
て
相
愛
す
る
者
有
る
は
何
ぞ
や
」、
す
な
わ
ち
、
あ
れ
だ
け
僧
を
嫌
っ
て
い
な
が

ら
、
な
ぜ
交
流
が
あ
る
の
か
、
と
質
問
を
受
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
懶
斎
は
、
次
の

三
つ
を
挙
げ
て
回
答
し
て
い
る
。（
一
）
今
の
世
で
は
十
人
中
八
九
人
が
仏
教
を
宗

旨
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
完
全
に
拒
ん
だ
ら
、
ほ
と
ん
ど
人
事
を
廃
さ
ね
ば
な
ら
な

く
な
る
。（
二
）
韓
文
公
・
欧
陽
公
・
朱
子
と
い
っ
た
、
中
国
で
仏
教
に
厳
し
か
っ

た
儒
学
者
た
ち
も
、
仏
者
と
の
交
流
は
あ
る
。（
三
）
毘
尼
（
律
）
や
禅
定
は
儒
教

と
通
じ
る
所
が
あ
り
、
方
向
は
異
な
る
と
し
て
も
益
無
し
と
し
な
い
。

　

た
し
か
に
懶
斎
に
は
僧
と
の
交
流
が
あ
っ
た
。
久
留
米
藩
儒
時
代
に
高
良
山
主
・

寂
源
と
共
に
高
良
山
十
景
を
選
ん
だ
こ
と
は
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）【
寂
源
と
の

交
流
】
に
示
し
た
。
ま
た
『
睡
余
録
』
に
徴
す
れ
ば
、「
僧
魯
含
は
余
が
方
外
の
交

な
り
」（
第
一
七
一
話
）、「
天
圭
和
尚
余
に
謂
て
曰
く
」（
第
二
八
九
話
）
と
、
僧
と

の
交
流
が
交
流
を
見
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）【
居
所
〈
四
〉

鳴
滝
隠
棲
】
の
項
に
記
し
た
通
り
、
晩
年
に
は
寺
院
の
空
庵
に
住
ん
で
い
る
。
近
世

前
期
に
お
け
る
儒
者
の
あ
り
方
と
し
て
、
僧
と
の
交
わ
り
を
完
全
に
絶
つ
こ
と
は
、

現
実
問
題
と
し
て
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。

宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
丁
亥　

九
十
一
歳

○
こ
の
こ
ろ
、
は
じ
め
て
室
鳩
巣
と
面
会
す
る
か
。
ま
た
鳩
巣
か

ら
『
赤
城
義
人
録
』
を
送
ら
れ
る
。

　
『
鳩
巣
文
集
』
巻
十
一
「
与
稲
宣
義
書
」。
年
次
は
「
去
年
冬
、
婢
生
男
乳
育
無

他
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
推
定
し
た
。
鳩
巣
の
男
児
は
七
十
郎
と
い
い
、
宝
永
三

（
一
七
〇
六
）
年
十
一
月
二
十
三
日
生
（『
日
本
の
思
想
家　

室
鳩
巣
』
所
載
年
譜
に

拠
る
）
と
い
う
。
ま
た
文
中
に
「
僕
年
五
十
」
と
も
あ
る
。
万
治
元
年
（
一
六
五

八
）
生
の
鳩
巣
五
十
歳
は
宝
永
四
年
で
あ
る
の
で
、
年
次
が
一
致
す
る
。

　

こ
の
書
簡
は
「
前
日
藤
井
徴
君
に
面
諭
す
」（
原
漢
文
）
と
あ
る
の
で
、
懶
斎
と

鳩
巣
と
が
実
際
に
面
会
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
鳩
巣
が
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
ご

ろ
か
ら
噂
や
書
物
で
の
み
知
る
懶
斎
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、【
鳩
巣
・
木

斎
往
復
書
簡
】
の
項
で
述
べ
た
。
そ
の
の
ち
実
際
に
面
識
を
得
た
事
を
示
す
資
料
で

は
、
こ
れ
が
現
時
点
で
知
る
限
り
最
も
早
い
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
書
翰
に
は
赤
穂
事
件
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
。
先
に
見
た
元
禄
十
六
年
正

月
二
十
九
日
付
書
簡
で
は
、
鳩
巣
は
赤
穂
浪
士
討
ち
入
り
に
つ
い
て
懶
斎
が
ど
の
よ

う
な
評
価
を
下
し
て
い
る
の
か
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
本
書
翰
で
は
「
徴
君
深
く

赤
穂
義
士
の
事
を
感
じ
」
と
、
懶
斎
が
義
士
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
懶
斎
が
鳩
巣
の
『
赤
城
義
人
録
』
を
読
み
た
が
っ
た
た
め
に
、
写
本
を
進

呈
し
た
と
い
う
事
実
も
記
さ
れ
て
い
る
。

△
こ
の
こ
ろ
、
林
鳳
岡
と
書
簡
の
や
り
と
り
を
始
め
る
。

『
鳳
岡
林
先
生
全
集
』
巻
六
十
四
（
十
四
丁
ウ
〜
十
五
丁
オ
）
に
「
寄
藤
井
懶
斎
并

序
」
あ
り
。

寄
藤
井
懶
斎
并
序

藤
井
懶
斎
、
久
し
く
洛
陽
に
住
む
。
単
に
儒
林
を
思
ひ
、
経
を
講
じ
、
理
を
説

く
。
頃
年
閑
居
し
、
頤
養
謝
務
す
。
今
茲
に
九
十
一
歳
。
精
神
猶
ほ
未
だ
衰
耗

せ
ざ
る
が
ご
と
し
、
馮
唐
の
齢
、
以
て
祝
ふ
べ
し
。
伏
生
之
寿
、
以
て
期
す
べ

し
。
曾
て
其
の
志
を
聞
き
、
未
だ
其
の
面
を
観
ず
。
或
人
一
語
を
寄
せ
ん
こ
と

を
請
ふ
。
是
に
於
て
一
絶
を
贅
す
。

身
老
心
閑
避
世
塵　

有
余
不
足
任
天
真　

白
頭
晩
喜
太
玄
易　

羞
見
成
都

売
卜
人

こ
の
文
章
か
ら
得
ら
れ
る
尤
も
重
要
な
情
報
は
、
懶
斎
が
こ
の
時
期
ま
で
林
鳳
岡
と

交
流
が
無
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
点
で
あ
ろ
う
。『
本
朝
孝
子
伝
』「
今
世
」
部
で
懶

斎
は
、
林
鵞
峰
な
ど
林
家
の
儒
者
が
書
い
た
孝
子
伝
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
が
、

実
際
に
面
識
が
有
っ
た
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
戊
子　

九
十
二
歳

△
こ
の
こ
ろ
、
林
鳳
岡
と
書
簡
の
や
り
と
り
を
行
う
。

　
『
鳳
岡
林
先
生
全
集
』
巻
六
十
五
（
一
丁
ウ
〜
二
丁
オ
）
に
「
寄
藤
井
懶
斎
并
序
」

あ
り
。
内
容
か
ら
、
前
年
懶
斎
へ
贈
っ
た
詩
に
対
す
る
、
返
礼
の
返
礼
で
あ
る
と
分

か
る
。

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
己
丑　
　

九
十
三
歳

○
七
月
十
四
日
、
懶
斎
没
、
九
十
三
歳
。
鳴
滝
西
寿
寺
に
葬
ら
れ

る
。

　

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）【
生
没
年
】
の
項
参
照
。

【
藤
井
懶
斎
の
果
た
し
た
役
割
】

　

九
十
三
歳
と
長
き
に
及
ん
だ
懶
斎
の
一
生
と
そ
の
文
事
と
を
顧
み
て
来
た
。
彼
は

近
世
文
芸
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
三
つ
の
こ
と
が
ら

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
う
。

　

ま
ず
第
一
点
は
、
京
都
の
朱
子
学
者
と
し
て
の
独
特
な
地
位
を
築
い
た
こ
と
で
あ

る
。
中
村
惕
斎
ら
と
共
に
京
都
市
中
で
儒
書
講
釈
を
行
い
な
が
ら
、
伊
藤
仁
斎
ら
と

は
相
反
す
る
、
居
敬
を
学
の
中
心
に
据
え
た
朱
子
学
者
と
し
て
、
確
固
た
る
地
位
を

確
立
し
た
。
彼
ら
の
一
群
は
現
在
あ
ま
り
評
価
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
加
賀
藩
や
阿

波
藩
、
福
岡
藩
な
ど
に
同
調
者
を
生
む
な
ど
、
そ
の
評
価
は
当
時
に
お
い
て
決
し
て

低
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

二
つ
め
は
、
孝
子
伝
の
世
界
に
お
け
る
先
駆
者
的
存
在
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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『
本
朝
孝
子
伝
』
ま
で
は
、
孝
子
の
表
彰
は
な
さ
れ
て
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
伝
記
を

書
く
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
『
本
朝
孝
子
伝
』

は
当
代
の
孝
子
を
積
極
的
に
文
章
化
（
す
な
わ
ち
孝
子
伝
化
）
し
て
い
っ
た
。『
本

朝
孝
子
伝
』
の
流
行
は
、
そ
の
後
の
孝
子
伝
執
筆
の
風
潮
を
作
り
上
げ
た
と
言
っ
て

良
い
。
ま
た
西
鶴
『
本
朝
二
十
不
孝
』
に
影
響
を
与
え
た
ほ
か
、
そ
の
後
の
日
本
の

代
表
的
孝
子
の
人
選
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　

三
つ
め
は
、
儒
者
と
し
て
仮
名
教
訓
書
の
出
版
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
多
く
は
匿
名
で
あ
っ
た
が
、
儒
者
で
あ
り
な
が
ら
『
蔵
笥
百
首
』『
仮
名
本
朝

孝
子
伝
』『
和
漢
為
善
録
』
な
ど
、
多
く
の
平
仮
名
教
訓
書
を
積
極
的
に
刊
行
し
た

人
物
は
、
こ
の
時
期
そ
う
多
く
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
江
戸
時
代
前
期
の
仮
名
教
訓

書
界
に
お
い
て
は
貝
原
益
軒
と
な
ら
び
、
さ
ら
に
一
味
違
う
面
を
持
っ
た
存
在
で
あ

る
と
言
っ
て
良
い
。
後
代
に
は
関
係
な
い
仮
名
教
訓
書
ま
で
も
が
懶
斎
作
と
仮
託
さ

れ
る
に
至
っ
た
。

　

要
す
る
に
彼
は
、
延
宝
〜
宝
永
と
い
う
時
期
の
文
学
が
持
つ
教
訓
的
な
側
面
を
体

現
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
彼
の
存
在
が
、
従
来
の
近
世
前
期
文
学

の
総
体
を
考
え
る
上
で
何
ら
か
の
手
が
か
り
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
号
ま
で
の
補
足

◆
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
の
「
○
八
月
九
日
、
京
を
発
ち
二
度
目
の
江
戸
行
。
二

十
四
日
の
到
着
ま
で
を
和
文
紀
行
『
再
往
日
記
』
に
記
す
」
條
の
左
に

【『
再
往
日
記
』】

の
小
見
出
し
を
追
加
。

◆
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
の
項
に
追
加

○
こ
の
こ
ろ
、
三
輪
執
斎
の
訪
問
を
受
け
る
。

三
輪
執
斎
『
格
物
弁
疑
』
自
序
（
元
禄
十
年
〈
一
六
九
七
〉
十
一
月
）
に
次
の
よ
う

な
記
載
が
あ
る
。
本
文
は
高
瀬
武
次
郎
編
『
三
輪
執
斎
』（
大
正
十
三
年
十
月　

三

輪
繁
蔵
）
に
よ
っ
た
。

…
…
独
り
西
山
の
隠
士
藤
井
懶
斎
先
生
、
行
年
八
旬
余
に
し
て
、
此
道
（
引
用

者
注
…
格
物
）
を
懐
に
し
て
出
さ
ず
。
居
敬
を
以
て
自
修
め
玉
ひ
ぬ
る
を
求
て
、

往
て
教
示
を
受
る
事
を
願
ひ
し
に
、
痛
く
も
拒
み
玉
は
ず
し
て
、
教
る
に
か
の

居
敬
を
以
せ
り
。
其
言
に
曰
、「
今
時
の
学
者
、
格
物
致
知
を
最
初
の
地
と
せ

ざ
る
は
な
し
。
居
敬
窮
理
、
偏
廃
す
べ
か
ら
ざ
る
事
を
知
ぬ
人
も
な
し
。
さ
れ

ど
も
大
方
窮
理
に
能
力
を
用
て
、
居
敬
に
は
疎
し
。
是
学
者
の
通
病
也
。
居
敬

に
疎
く
て
窮
理
を
務
る
は
、
油
な
き
燈
を
か
ゝ
ぐ
る
が
如
し
。
い
か
に
務
む
と

も
、
知
は
明
か
な
ら
ん
本
な
け
れ
ば
也
。
本
と
は
如
何
に
。
周
子
は
曰
、『
静

虚
な
る
時
は
明
か
な
り
』。
程
子
は
曰
、『
定
る
時
は
明
な
り
』。
朱
子
『
直
ち

に
理
を
窮
る
は
、
虚
心
静
慮
を
以
て
本
と
す
』
と
説
玉
へ
る
、
是
也
。
是
皆
居

敬
の
事
。
今
此
本
と
す
る
処
な
く
て
、
膠
々
棱
々
の
中
に
於
て
只
管
に
理
を
究

め
ん
と
す
る
ほ
ど
に
、
其
得
る
所
、
真
の
明
睿
に
は
あ
ら
で
、
只
姦
知
の
み
増

し
て
、
邪
思
妄
念
は
旧
に
依
て
盛
也
。
是
身
を
以
て
知
所
な
く
、
人
皆
然
ん
と

思
ふ
に
も
あ
ら
ず
。
其
質
美
に
て
初
よ
り
居
敬
窮
理
能
兼
進
む
人
は
論
ず
べ
き

な
し
。
然
る
事
あ
た
は
ず
ん
ば
、
只
居
敬
に
重
く
し
て
可
な
ら
ん
か
。
能
敬
し

て
心
存
せ
ば
、
事
々
理
に
当
る
事
を
不
得
と
も
、
過
ち
は
寡
か
る
べ
し
。
況
や

窮
理
も
本
を
斯
に
得
な
ば
、
終
に
進
み
ゆ
く
べ
き
を
以
、
孟
子
の
求
放
心
の
章

の
朱
子
の
註
に
も
、『
如
是
は
則
志
気
清
明
、
義
理
昭
著
、
而
可
以
上
達
』
と

云
へ
り
。
是
も
亦
併
せ
案
ず
べ
し
」
と
。
誠
に
殊
勝
に
あ
り
が
た
く
覚
て
、
吾

日
頃
疑
ひ
し
事
も
、
早
く
明
め
た
る
様
に
侍
り
て
、
さ
て
退
て
思
ふ
に
、
年
頃
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聞
き
し
格
物
説
は
、
大
に
程
朱
の
意
に
非
ず
し
て
、
孔
孟
教
誨
の
旨
と
は
遥
に

へ
だ
た
り
ぬ
。
凡
諸
子
の
道
に
悖
り
、
其
行
俗
人
よ
り
劣
た
る
も
、
皆
此
道
の

誤
り
よ
り
起
り
て
、
門
に
入
り
て
已
に
違
ふ
、
豈
誠
意
正
心
の
学
な
ら
ん
や
。

故
に
年
頃
聞
き
し
所
を
挙
て
其
誤
を
正
し
、
今
得
る
所
を
述
て
此
説
を
著
し
、

別
に
或
人
の
問
を
設
て
、
予
め
人
の
疑
ふ
べ
き
事
を
弁
じ
、
合
せ
名
付
て
『
格

物
弁
議
或
問
』
と
云
り
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
輪
執
斎
は
自
ら
西
山
の
懶
斎
の
も
と
を
訪
れ
、
教
示
を
求
め
た

と
い
う
。
そ
し
て
懶
斎
は
い
ま
の
学
者
が
居
敬
窮
理
の
う
ち
窮
理
に
ば
か
り
力
を
用

い
て
、
居
敬
を
軽
ん
じ
て
い
る
こ
と
を
歎
い
て
い
る
。
ま
た
該
書
に
は
懶
斎
の
序
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

【
懶
斎
と
執
斎
】

　

三
輪
執
斎
と
晩
年
の
藤
井
懶
斎
と
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
孝
子

伝
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）

【『
今
市
物
語
』】
の
項
に
も
述
べ
た
通
り
、
藤
井
懶
斎
は
天
和
〜
元
禄
に
か
け
て
、

孝
子
伝
を
一
手
に
引
き
受
け
た
感
が
あ
る
。
そ
の
没
後
、
宝
永
〜
享
保
期
に
か
け
て

孝
子
伝
の
執
筆
に
力
を
注
い
だ
一
人
が
三
輪
執
斎
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
『
十
二
孝

子
』
序
（『
執
斎
先
生
雑
著
』
巻
之
一
所
収
）
に
は
、

藤
井
翁
の
し
る
せ
る
本
朝
孝
子
伝
よ
り
と
り
出
し
、
其
詞
を
つ
ゞ
め
、
菅
相
公

を
く
は
へ
、
屛
風
一
双
に
絵
と
詞
書
と
を
押
べ
し
と
て
書
つ
け
た
る
也
。
詞
書

は
押
小
路
亜
相
公
御
な
を
し
あ
り
て
、
中
院
前
内
府
通
茂
公
に
も
み
せ
奉
り
ぬ
。

と
あ
る
。
こ
う
し
た
孝
子
重
視
根
底
に
あ
る
の
が
懶
斎
か
ら
受
け
継
い
だ
「
居
敬
」

の
重
視
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
執
斎
の
「
孝
」
重
視
は
享
保
期
の
懐
徳
堂
へ
と
受
け
継
が
れ
て
行
く
。
懐

徳
堂
が
中
井
甃
庵
『
五
孝
子
伝
』（
元
文
四
年
〈
一
七
三
九
〉
成
）、
中
井
竹
山
『
子

華
行
状
』（
明
和
二
年
〈
一
七
六
五
〉
刊
）、『
か
は
し
ま
も
の
が
た
り
』（
明
和
八
年

〈
一
七
七
一
〉）
な
ど
、
孝
子
伝
の
執
筆
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
懐
徳
堂
の
創
建
に
関
わ
っ
た
一
人
が
、
三
輪
執
斎
で
あ
っ
た
こ
と
も
既

に
知
ら
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
懶
斎
の
孝
子
伝
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
三
輪
執
斎
を
通
じ
て
大
坂
の
懐
徳
堂

へ
と
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

◆
貞
享
二
年
十
月
【
懶
斎
著
作
と
署
名
】
の
項
の
末
尾
に
左
の
記
事
を
加
え
る
。

　

ま
た
右
に
見
た
通
り
、
懶
斎
は
「
滕
臧
」
な
ど
と
姓
を
一
文
字
に
縮
め
て
署
名
す

る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
慣
習
は
近
世
中
期
に
柳
里
恭
（
柳
沢
淇
園
）、
物
茂
卿
（
荻

生
徂
徠
）
な
ど
と
好
ん
で
行
わ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
先
駆
者
に
懶
斎
を
位
置
づ
け

る
説
が
存
す
る
。
内
藤
子
興
に
よ
る
儒
学
時
評
書
と
も
言
う
べ
き
著
『
俵
ふ
る
ひ
』

（
安
政
三
年
〈
一
八
五
六
〉
自
序
、
写
本
）
が
幸
田
成
友
に
よ
っ
て
紹
介
・
翻
刻
さ

れ
て
い
る
（『
三
田
学
会
雑
誌
』
四
十
一
巻
一
・
二
合
併
号
〈
昭
和
二
十
三
年
二
月
〉

初
出
。『
幸
田
成
友
著
作
集
』
第
二
巻
〈
昭
和
四
十
七
年
一
月　

中
央
公
論
社
〉
所

収
）。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
言
及
が
見
え
る
。

藤
井
懶
斎
ガ
苗
字
ノ
井
ヲ
省
キ
テ
藤
ノ
草
冠
ヲ
除
テ
、
勝
（
マ
マ
）懶

斎
ト
名
ノ
リ
シ
ヨ

リ
、
漢
風
病
ノ
逆
上
仲
間
ニ
伝
染
シ
テ
ヨ
キ
コ
ト
シ
、
夫
ヨ
リ
苗
字
ノ
本
体
ヲ

失
ハ
セ
タ
ル
無
分
別
モ
ノ
、
是
等
ノ
輩
迄
一
々
批
判
ヲ
加
ヘ
ン
モ
、
紙
筆
の
費

ナ
レ
ハ
略
之
。

◆
元
禄
三
年
【
居
所
〈
三
〉
千
本
】
に
次
の
記
事
を
加
え
る
。

　

ま
た
早
稲
田
大
学
所
蔵
藤
井
懶
斎
書
翰
（
井
狩
善
五
郎
宛
）
に
次
の
よ
う
な
書
翰

が
あ
る
。
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当
地
火
災
之
儀
、
御
聞
及
候

付
、
為
御
見
舞
稲
若
水
丈

方
迄
委
細
願
御
伝
書
、
殊
ニ

見
事
之
鰹
節
二
筒
被

贈
下
、
御
芳
志
之
至
忝
存
候
。

真
邊
敬
節
居
所
、
幸
ニ

火
災
相
遁
、
大
慶
仕
事
ニ
候
。

猶
御
上
京
之
時
分
懸
御
目
、

委
曲
可
申
謝
候
。
恐
惶

謹
言

　
　
　
　

藤
井
懶
斎
（
花
押
）

　

三
月
廿
六
日

井
狩
善
五
郎
様

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
近
所
が
火
事
に

遭
っ
た
が
、
被
災
は
免
れ
た
ら
し
い
。

井
狩
善
五
郎
に
つ
い
て
は
詳
し
く
知
ら

な
い
が
、
稲
若
水
（
元
禄
三
年
（
一
六

九
〇
）
五
月
の
項
参
照
）
に
安
否
を
尋

ね
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
加
賀
藩
の
人
物

で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
お
く
。

 

（
完
）

＊
こ
の
論
文
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
（
Ｂ
）「『
本
朝
孝
子
伝
』
研
究
　―

　

「
孝
」
か
ら
見
た
近
世
前
期
文
学
の
再
検
討
」
課
題
番
号
二
〇
七
二
〇
〇
〇
六
三　

研
究

代
表
者
・
勝
又
基
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。




